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l 本立?は.Ijl:成14年度県営中山間総合整備事業側!柱の盟東弱地[-<に伴う夏焼遺跡の発掘調査報

告科である。

2 先制調査、試掘調査および撃型作業は、国およ び県からの補助金を受け、以下の日程で行

った。

発掘 調 査 2002年 7)~J 1 2 日 ....... 1 2 月 20 日

図商 ・造物製理作業 2002年11月22EI.......2003年3月201::1

3 試掘および発掘調査は蝿n誠司 ・小松|髭史が担当した。また21qlJの執策、編集および造物

|割前の製jgjは小松隆史が、遺構図面の製図は吉岡博子が行った。

4 本報告にかかわる出土品、諮記録は井戸尻考古踏に保管されて l.~る。

発掘調査・整理作業参加者名簿

調査担当 樋口誠司 小松隆史

発掘作業 伊政史裕 今井 ときわ 今井 J勝 小il 明子 小池 敦子

小平辰夫 小林ノリ子 小林 .悶 小林道子 間rlJ さL

平tfj ~変喜 武雄きのゑ 吉岡 L I1a貨i 古間 博子 rdJlI 経子

強理作業 伊勝史硲 吉田i 博子
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l 遺跡の環境と調査の経緯

夏焼iSi怖は甲信f立に近1パ / 'o ，ü;本装組の~L 釜熊Jf 1に向かつて切掛川によりIB成主れた扇状地

(，ζ(i'f.jf{する。現在遺跡、の大半L.t;j(聞や州になっているが、点目1の石.fftみやWIJり対110)保子は風怖

があり、近年急速に央われつつある貴iHIj.o-':rt観を伐している。

主た、ここからベJt寺をはさんて忌南出およそSOOmに、縄文i時代首IjJYJの大柴込と干安時代の

出港である波平j立跡があり 、199(j年に緊急発抑制配されている。

夏焼.iu跡は表面採集によヮて得られたj立物や伝IJkかう、①f反司王立与、跡と川じ縄文l時代前j哲lの札

所: ②純文日:7-代片:1J町~後rmの鈍偽 ③不安11守(¥の4持活 ④花木恰・ として，，~州街道的いに日引出す

る以前の、中j立の必*1'すの跡 という 4つの生活j刊の存在が推測された。

遺跡 (~Llt山一律j;.j~で900m 、 北点一間内'で最大2 :~O m ほどの純仰1に広がると椛mlJ され、このう

ら南波側約 J万m'が"I)J 1同総合鈍備事業の対袋地となった。 liiJ)iliのように複数の1Mを調ヨをする

必要がチiilllされたため、協読により、まず試掘調引を行って対宗商政を絞り込んでから発品li，lM

析を行うことになった。この1拭Yffl調査の前!;、民、 111側のほとんどが埋没沢で辿梢 .:iJ1物が全 く右

イEしていないことがねかり、み:;JI，j1!Eの純[mをかなリ絞ろことができた。

2 遺 構と遺物

小 竪穴

1号 ローム粒、炭出じり虫色のY&土で、桟い魁状の穴。授と時には地，1，際が誕百H¥している。

2号 l府側色の地-1"，で舵〈締まっている。浅いJ1Jl状の穴で、地JLi際がi:r1.11"し、!日11"1が激しい。

3号 以柄色の堆二七で、小判j降、盟状の穴。底、円台は池山慨が多く銀出し、凹凸倣し1，.)0 J1主L

ql より拙文晩WJ と ，I~~われる -'~o~鮮日出t敬JよlH:! こiてしており、ンたの形状からみて b 乙の時期の山

穴である可能性が高い。ー怖を後1ltの汐状追仙:こ切らJしている。

4号 出巴の炭j毘じり堆土。版、壁には地1111障が同t!lしている。

5号 f~t:はの穴" I~'~ は平らだが、 地山般が鋭出しているG

6号 浅い穴。障は0"三うで、!到砂岩製の{j鍬片がIII土している。

7号 組数の小盤穴カ<:i:ff.組しているようだ。底には地山際がi.MtlJしている。

8号 門Jf3で洗而;認のような穴。

3 
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1 :ローム4立わずかt..:ITtじり、
!況を合むi!H色土

2 :此わずかに混じり 、ローム

を1/.合む:AUf!.}色.:1'_
3:ローム続多く合む1Il'i'持)色-1.

T: :{に似るが、 J~'.I l.J娘、ハー

ドロームプロック合と

'1: I阿倍也よ

5:ローム;f."I..~刊誌じり黒色七
で、 w告が号~' Fi応じる

~ m 

館:.;~J 小 竪穴(1/1)0 )

1:1交友から l、2、1、・Il} '1'段みてから 5、6、7、8~~ 下段在からり、 IiI i~ 

9号 小泉穴検出l時より段、炭がみられた。上而の磁は拳大のものが中心で1:36{闘を数える。

いずれも良く焼けてお り もろ く、レベ Yレ産-はあまりな~ ;'0 一方、下直iの牒ニは人11;1大の陳JO

{闘で構成され、組まれたようになっている。

造物は全く 出土していないが、石の組み方などから、縄文H寺代の集石と考えられる。

10号 氾i慌で堆積した砂際!市上に、内蘭を見せた土器と小竪穴の11柿事fIが確認された。

地土はローム粒、炭混じりの黒色土て¥拳大の傑も若干混じっている。砂l設!習に掛り込

まれているため、皆、Eまには一前に!捺が儲出しているo

ニヒ器は、小竪穴の上臨に横だおしで平らに[泣かれていた。縄文時代晩期の無文の深鉢で

あり、 形状などから10号小野.穴はこの時期の基穴である可能性が高い。
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住居牡

1号住居祉 本社は一辺約5mとやや大ぷりのプj形の{tmill:で、北京盟中央に石組みのrr.せ

がある。床は全両的に!砧床されているが、沢にl住都したよ11色土に掘り込まれているため、西側

の一隅をl除けば、軟弱であま り締まっていない。壁際には一部企|按き、ほぽ全周に周織がめノ・

つのみ儲認できた。

南京控I有l開寄りに安山岩の扇平な円醗があ り、 この]i.J附には脱土や錦、鉄体(金クソ)、鍛

道制}ト(金!日Dなどが集中していた。安山岩際が金床石だとJ世話きされ、小鍛治迫戸梢と判断され

た。しかし、鍛造事IJ片の集中している箇所は住居外であり、 本社に伴うものかどうかは不明で

ある 。 周辺を稿~1 :fJ. したが、柱穴など伺らかの施設の存在を示す出納は検出されなかった。

また、住居北西外の焼土から出土する遺物には、住居内出土辿物との接合|射係がみられた。

り
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l号辿物.IJ!:(1/100) 

。

第5図

掘立柱建物枇

調査区南西側の道路寄りに柱穴群が検出された。検出而よりよ部から掘り込1号建物1止

この面まで似り込まれなかった柱穴は失われている可能まれていたようで、浅いものが多い。

ローム粒ないしロームプロック混じりの黒色土である。性もある。いずれも准土は、

柱穴帯の様子からみて、組数の建物が重複しているよう である。直線に並ぶものはいく つか

あるが、調査区外にも広がるようであり、現状で組物のプランをはっきりつかむことができな

ここではとの柱穴群を総称してl号組物祉とする。t)。

6 
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2号建物祉 調脊f5(北寄りに検出された柱穴i作。 1一号挫物社および後述する 3号 ・4号建

物丸1:とは、調査|豆ほぽrjJ央の氾i監流路をはさんだ対岸にあたる。 l号建物.tJ1:と同様、上商では

検出できなかったため、確認された柱穴は浅く 、いく つかは失われているo 堆土はロームプロ

ック混じりの黒色土。柱瓜の検出された tむのと、発蹴境界で断!日がIi世話官、でき、」工科liから抑り込

まれている様子がはっきりしたものがあ り、ιれらをふまえて中世以降の辿物枇と判断された。

調査区で確認できたのは北西一南東朝!の二間×三間の挫物だが、調抗|ま外へ広がっている可

能性もある。

3号建物祉 制資区間附に柱穴が2基検出された。背iJ述の建物計1:問機、いずれも浅い。う

ち l基には柱痕とロームブロック混じり黒色の坦土が確認できた。

建物の大部分は調査区外へ広がると思われる。また、本主J:は{也の建物社と114U方{立が異なる。

7 
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4号建物祉 制査区西若手り、 3号建物祉の15mほど砕jに位Wtする。柱穴はいずれも浅い。

|軒以へ流れる 2 条の汐状jj，J締の間に建てら ~ t，た 4 本柱のえJi物である。

その {也

調査[垣内には、氾i誌による砂離の堆積のほか、北凶から砕i以}j向へ汐:伏の涜路が検出された。

ιれを性棉不祥の汐状追榊とし、調査を行った。淵抗l豆洲寄りのものは列石を伴うなど人工的

な:謀議もみとめられたが、全てが人工だと確定はできなし 3。制;%:1時代中期、 l悦期、平安時代、

r-1..1・近!日:とjf?によ り様々な時代の迫物を包合してお り、淵:fr.1豆1判w但IJでは純文時代晩期の遺物
が比較的まと まって発掘されている。いずれも翻抗|孟外からの流入と背えられる。

また、制有fg内では、いわゆる ロームマウンドが複数確認さ札ている。

ぷ
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縄文時代の遺物

5f~ 9図Iは有舌尖頭器で1号住居祉出土。表面は丁寧な連続華IJ離が施されているが裏聞は組

い。J重明度の高い良質な黒曜石である。縄文時代草111J期の造物が平安住居・に紛れ込んだものと

考えたい。 2----7は汐状遺構出土の晩期土器片である。 2・3は浅鉢、 4---.. 6は深鉢片であろ

う。いずれも口縁近くに沈線帯をもつものである。7は小型の探鉢ない しは議形土器で、底部

に葉脈圧痕がみられる。胸部は櫛白状の工具によって縦方向に粗く施文され、その上から半裁

竹管による 2条一対の斜行する沈線が施される。 8は10号小竪穴上商出土の傑鉢である D 土器

の上部三分のこ程であろうか、縦にほぼ半載されている。内面、外部ともに箆状の工具で調整

されており 、と〈に内面は削りといっていt・3ほど強い。また、外宮i口縁より下 4(111から 8cmほ

どの ところに、帯状に吹きこぼれのような炭化物が付着している (ス クリーントーン部分)。

l号住居祉の遺物

第10図 1"-'8は土師器の腕と1111で、 ] '"'-4 1.こは墨書がみられる。 ]----3と5---7はいわゆる

甲斐躍の椀と皿、 4は内黒である。 9---12はj天納陶器の域とI目で、12は底部見込みが非常に滑

らかに踏られており、 転用硯の可能性がある。 13........16は墨書のある土師探片。16のみ内黒で、

ほかは甲斐型の域iであろうか。 17は小型の手づくね饗。胴部外而は刷毛白状調整で、底部には

紫IVfxJ王痕がみられる。なお、本社から出土した、通常の煮炊きに用いる長胴の裂は、いずれも

小破片で復元ができないものばか りであったo また、このほかにがJ900g の錦や鉄沖、掌一杯

!まどの鍛造剥片が南東壁周辺から出土している。

土師l器の椀や皿、 灰和l陶器の特徴から、コドカtは10世紀前半から中頃に位間づげられよう。

夏焼遺跡出土の墨首

本~Jt 出.土の墨書ではっきり文字をやl読でき る ものは、「主'メ」と 「午、」 のニ離であ る 。 rJギ」 は

甲斐型土自i[i鴇(，こ、「千」は内黒土師器に訟かれていることは興味深い。また器に対して文字を

書く向き も上下全く逆である。「ヰ」は隣接する坂平泣跡からも数多 く見つかっており 、両者

の関連が推察される。これが何を意味すろものか、またその書体の比較など、 今後注意して検

討する必裂がある。

また第10図18"-'20は造構外出土の撮脅片である o 1号住居祉の出土でるはないが、 持iil記してお

く。いずれも内黒の土師器片で、 l8は 「十」のようにみえるが 「千」の上部が消えてし まって

いるものかもしれない。 19・20は「大」 であろうか。

10 
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第10図 1号住居牡の造物 (1/:3)
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第11図金属製品 ・他 0/2)

金属製品・他

銭貨は 6枚が出土した。第11図lは開元通宝で表面の摩耗著ししかろうじて文字外形から

閲元通宝と判別された。 2は祥符元宝、 3は元盟通宝で、いずれも縁の剥:搭が進んでいるほか

は比較的状態が良い。4は元祐通宝で風化著しく 、非常に脆い。5は残存している 「元J の古

体から嘉祐元宝もしくは治平元宝だと考えられる。 6は寛永通宝である。唐代のIと江戸時代

の6を除き、いずれも北宋銭である。汐状泣櫛や流路の砂諜層中から発見されているものが多

いが、 2・3は1号建物担l柱穴群中のロームマウンドから発見されており、1号建物社に伴う

可能性もある。

7は碁石状土製品で遺構外出土。 8の煙管の雁首都は汐状遺構内の出土。背銅製で内部に炭

化物が詰まっている。また図化していないが、 1号住居牡西の汐状遺構から力子状の鉄製品が

1点出土した(写真図版2)。

3 結 一
訪
問

今回の調査範囲は、かつて幾度となく河川の氾濫が繰り返されていた場所であった。西側で

安定した地山面が認められたが、 当初予想された複数の生活面や多く の遺構は検出されなかっ

た。汐状遺構や氾濫によって堆積した砂様屈に内包される遺物の様子から、縄文時代から中・

近世にかけての夏瀦遺跡の中心は、調査区の北西に広がっているこ とが予想される。また、 当

初は予想されなかった縄文時代晩期の造物がまとまって発見きれていること、墓穴とおぼしき

小竪穴の存在から、この時期の集落も存在するものと考えられる。

今回の発掘調査においては、地元蔦木区の東甚整備委員会、並ぴに地権者の方々にはひとか

たならぬご協力をいただいた。文末ながら記して感謝の惹を表したい。

12 



写真図版 l

調査区近景(東より)

調査区近 景 (北よ り)

13 



写真図版2

上:2号、下 1号小竪穴(北より) 3号小竪穴(北東より)

4号小竪穴(東より) 手前左よ り奥右へ5・6・7・8号小竪穴

9号小竪 穴{北より) 10号小竪穴上面(東より)

汐状遺構内 万子出土状況 10号小竪穴完掘(北東より)

1'1 



写真図版3

l号住居祉 遺物 ・諜出土状況(南西より)

1号住居祉 (手前が小鍛治遺構)
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写真図版4

1号 建物社(北西より)

3号建物社(北より)
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2号建物社 {北西より)

4号建物社(北東より)

汐状遺構(北西より)
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